
静岡県健康福祉部

健康増進課 川田敦子
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令和６年６月１日 静岡県栄養士会定時総会

静岡県の健康づくり施策

―第４次静岡県食育推進計画を中心に―

健康寿命の延伸 ⇒ ①科学的知見に基づく健康施策の推進 ②生涯を通じた健康づくり

総合計画での位置付け

・健康政策の企画及び調整
・健康増進計画
・静岡社会健康医学大学院大学 など

・健康づくり
・保健指導、栄養指導
・歯科保健
・高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 など

・国民健康保険事業の運営 など

健康政策課
・健康企画班

健康増進課
・健康増進班
・地域支援班

国民健康保険課
・指導・助成班
・事業運営班
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県の健康づくりを担当する健康局の組織



１ 静岡県の健康課題

２ 県の健康づくり計画

３ 第４次静岡県食育推進計画

４ 主な取組
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本日の内容

静岡県の「健康寿命」

○ 静岡県の健康寿命は全国に比べ長く、男性73.45年（5位）、女性76.58年（5位）

○ 男女計は2010年は全国１位。トップへの返り咲きを目指し取組を強化。

H22（2010)年 H25(2013)年 H28(2016)年 R1(2019)年

静岡県 全国 静岡県 全国 静岡県 全国 静岡県 全国

男性
71.68 
(２位) 

70.42 
72.13 
(３位) 

71.19 
72.63 
(６位) 

72.14 
73.45 
（５位）

72.68 

女性
75.32 
(１位) 

73.62 
75.61 
(２位) 

74.21 
75.37 
(13位) 

74.79 
76.58 
（５位）

75.38 

男女計
(本県算出) 

73.53 
(１位) 

72.13 
73.90 
(２位) 

72.74 
74.02 
(６位) 

73.50 
75.04 
（５位）

74.07 

公表時期 H24.6 H27.12 H30.3 R3.12 

前回との比較
男性+0.82年
女性+1.21年
計+1.02年
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○ 静岡県は、全国に比べて脳血管疾患による死亡が多い。（年齢調整済）
（全国一多い老衰に次ぎ、脳血管疾患による超過死亡が多い）
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静岡県の健康課題
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R３特定健診：メタボリックシンドローム該当者

男性は県東部と静岡市で
メタボリックシンドローム該当者が多い

男 性 女 性

≪標準化該当比≫
死亡率、リスク因子（血糖や血圧等）や医療費等は、高齢なほど高くなるため、
地域間の比較や経時的な推移をモニタリングする際に年齢を調整して指標を
算出する。
高齢の人が多い地域や高齢の人が多く受診した年があっても標準化される。 6



R3特定健診データ分析より

県東部で多い

１ 高血圧症有病者

２ 糖尿病有病者

３ 脂質異常症

４ 習慣的喫煙者

県東部と県中部で高血圧症有病者が多い

男性は県東部で、

女性は県東部と県西部で多い

県東部と県中部の一部で多い
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１ 静岡県の健康課題

２ 県の健康づくり計画

３ 第４次静岡県食育推進計画

４ 主な取組
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本日の内容



健康づくりを支える市町や保険者、企業等の取組を支えるのが県の役割

県民を取り巻く健康づくり
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○ 計画の大目標は、健康寿命の延伸と健康格差の縮小

第４次静岡県健康増進計画（案）
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○ 取組の４つの柱。実効性を高める取組を県独自に柱立て

第４次静岡県健康増進計画（案）

○ 健康増進計画と併せて、食育推進計画、歯科保健計画を策定。

第４次静岡県食育推進計画・第３次歯科保健計画
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○ 12年の長期計画（令和11年に中間見直しを予定）

静岡県の健康づくり・食育・歯科保健に関する計画

※静岡県健康増進計画は、現在最終協議中です。

１ 静岡県の健康課題

２ 県の健康づくり計画

３ 第４次静岡県食育推進計画

４ 主な取組
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本日の内容



第４次静岡県食育推進計画

○ 計画の位置付け

１．食育基本法第17条に基づく、都道府県食育推進計画

２．静岡県の総合計画である「静岡県の新ビジョン 後期
アクションプラン」の分野別計画

３．静岡県の食育全般に係る計画であり、
「静岡県健康増進計画」や「静岡県
歯科保健計画」等と整合を図る
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第４次静岡県食育推進計画

○ 取組の柱

【柱１】生涯を通じた心身の健康を支える
食育の推進

【柱２】持続可能な食を支える食育の推進

【柱３】食を支える環境づくり
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第４次静岡県食育推進計画

○ 主なポイント（変更点）

第３ 取組の柱、施策体系

⇒ 国の食育推進基本計画にそろえ、
重点事項を柱とした施策体系

⇒ こども食堂や通いの場における共食の場づくり、
環境に配慮した消費生活の推進、
災害時に備えた取組、
デジタル化に対応した食育の推進を
新たに追加
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＜食をめぐる課題＞

① 生活習慣病の増加、肥満、やせなど

極端な体重の偏り

② 高齢者の低栄養

③ 食育を推進する人材育成

＜国指針における視点＞

⑦ 生涯を通じた心身の健康を支える食育

の推進

⑧ 持続可能な食を支える食育の推進

⑨「新たな日常」やデジタル化に対応し

た食育の推進

＜社会環境の変化＞

④ 多様な食文化の推進

⑤ 環境への配慮

⑥ 食の安全・安心の確保

＜対 応＞

①-1 バランスの良い食事の実践に向けた

普及啓発
①-2 適切な量の食塩、野菜、果物の摂取

② 通いの場等を活用した健康教育

③ 専門職の育成、食育ボランティアの育成

＜対 応＞

④ 食の都づくり、お茶文化の振興、次世代へ

の継承

⑤ 食品ロス、食品リサイクル、エシカル消費

⑥ 適正表示の推進、ＧＡＰへの理解促進、
災害時の備え

＜対 応＞

⑦ 生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進

⑧ 持続可能な食を支える食育の推進

⑨ デジタル化に対応した取組

第４次食育推進計画の策定

○ 食をめぐる課題・環境の変化とその対応
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柱
１

■生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進
生涯を通じた心身の健康を支えるため、家庭・職場・地域等における食体験を通じて、ライフス
テージに応じた食育を推進

基本的施策Ⅰ 「こども世代」における食育
１ 望ましい食習慣の形成 ２ 豊かな食体験の提供

基本的施策Ⅱ 「成人期（働く世代）」における食育
１ 次世代を育むための食生活 ２ 生活習慣病の予防・改善

基本的施策Ⅲ 「高齢期」における食育
１ 低栄養の予防・改善 ２ 健康寿命延伸に向けた食生活

柱
２

■持続可能な食を支える食育の推進
体験や交流を通じた食文化の継承や環境への理解、安全で持続可能な食料生産や消費につながる食育
を推進

基本的施策Ⅳ 食と農の連携や食文化の継承を通じた食育

１ 地産地消 ２ 生産者と消費者の交流促進 ３ しずおかの食文化の普及・継承

基本的施策Ⅴ 環境に配慮した食育

１ 環境を意識した食生活 ２ 環境にやさしい農産物・水産物の生産

基本的施策Ⅵ 食の安全・安心の実現に向けた食育

１ 安全な食品の供給 ２ 災害時の備え

柱
３

■食を支える環境づくり
食育を推進する人材の育成や調査、研究、情報提供を通じて、食育を推進する環境づくりを進める

基本的施策Ⅶ 食育を推進する人材育成

１専門知識を有する人材の育成 ２食育ボランティア等の育成・支援

基本的施策Ⅷ 食に関する調査、研究、情報の提供

１ 食に関する調査、研究の実施 ２ 食に関する相談・情報提供

基本的施策Ⅸ 食育推進の体制づくり

１ 連携体制整備 ２ 企業・団体への支援 19

第４次静岡県食育推進計画

○ 計画の期間

2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

健 康 日 本 2 1
（厚生労働省）

食育推進基本計画
（農林水産省）

静 岡 県
食育推進計画

第４次（５年）

第４次
第３
次

第５次

第５次 （予定） 第６次 （予定） 第７次
(予定)

第２次 第３次 第４次
(予定)

中間評価

2029（Ｒ11）に中間見直し

※ 関連する他分野の計画と整合を図るため、計画途中であっても一部の取組や数値目標
などを見直すことがあります。

（後半６年）（前半６年）
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１ 静岡県の健康課題

２ 県の健康づくり計画

３ 第４次静岡県食育推進計画

４ 主な取組
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本日の内容

柱１ 生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進

〇 健康の視点からの食育

情報誌の掲載（健康増進課）早寝早起き朝ごはん（教育委員会健康体育課） 22



食育絵本（健康増進課） お塩のとりかたチェック（健康増進課）
23

柱１ 生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進

〇 健康の視点からの食育

～働き盛り世代の健康づくりを食からサポート～

「しずおか健幸惣菜」とは組み合わせることで、
栄養バランスのとれた食事となるおかずのこと
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柱１ 生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進

〇「しずおか健幸惣菜」の普及



このマークが目印です。

○県庁東館16階互助会食堂
毎月第3木曜日に提供

○東部総合庁舎
３階食堂でも提供
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柱１ 生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進

〇「しずおか健幸惣菜」の普及

○ 県が開催した研修会を受講(R2～3:754人)した歯科衛生士、管理栄養士が、通いの場で支援
○ フレイル予防のためのリーフレットを作成し、通いの場で活用

【管理栄養士による講話】

【歯科衛生士による講話】
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柱１ 生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進

○「通いの場」で医療専門職が活動 （高齢期）



地域の活動の場や健康づくりに役立つコンテンツを紹介

区分 内 容

目的
新型コロナウイルスの感染拡大により顕在化した、社会活動の自粛に伴う身体・認知機能の低下を
防止するため、新たな生活様式に対応した県民の健康づくりや社会参加を推進する。

開設日 令和３年12月24日

特徴

（１）通いの場・居場所・認知症カフェ等約450か所の活動の場を分かりやすく紹介。
利用者と活動団体が直接つながることができます。掲載団体も随時募集。

（２）県内46種類のご当地体操やハイキング、ヨガ、減塩レシピなど
健康づくりに役立つ動画コンテンツを発信します。

（３）ナビゲート機能やオススメ機能などにより、操作が不慣れな方にも、
目的の情報に簡単にアクセスできるようサポートします。

４つのコンテンツで
分かりやすく
ﾅﾋﾞｹﾞｰﾄ機能を搭載
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柱１ 生涯を通じた心身の健康を支える食育の推進

○ 静岡県健康づくり応援サイト「ふじのくに むすびば」

地域の活動の場や健康づくりに役立つコンテンツを紹介

ふじっぴー給食（教育委員会健康体育課）

食の都（マーケティング課）

給食コンテスト（食と農の振興課）
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柱２ 持続可能な食を支える食育の推進

〇 地場産品の活用 （食と農の連携、食文化の普及・継承）



食中毒の予防（衛生課）

食品ロス削減（廃棄物リサイクル課） 29

柱２ 持続可能な食を支える食育の推進

〇 環境に配慮・食の安全・安心（食品ロス削減、食の安全）

このマークが目印です。

○県庁東館16階互助会食堂
毎月第3木曜日に提供

○東部総合庁舎
３階食堂でも提供
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柱３ 食を支える環境づくり

〇「しずおか健幸惣菜」の普及



○ 野菜摂取量の増加に着目した高血圧抑制により、本県の健康課題である
脳血管疾患の予防を図る。

野菜の摂取量増加により
県の健康課題である
脳血管疾患の予防を推進

本県の野菜摂取量は
全国で男性36位、女性41位。

目標摂取量に比べて76～107ｇ少ない

野菜に多く含まれるカリウムには
血液中のナトリウムを体内から追い出し

高血圧を抑制する効果あり

排塩
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柱３ 食を支える環境づくり

〇高血圧に着目した「野菜マシマシ」キャンペーン

令和４年度の取組
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静岡社会健康医学大学、静岡県立大学、食品会社、インスタグラマー、地域ＮＰＯで、
野菜マシマシタスクフォースを結成！自宅で、安く、おいしく、健康に、

野菜を食べられるメニューを考案し試験的な販売を実施。

令和５年２月から、６週間の試験販売で、1,200パックを完売。
産学官連携による特色ある取組として、地方紙、業界紙、ネットニュースを
含めて記事掲載13回。



令和５年度の取組

ベジチェック測定会
30秒で推定野菜摂取量が分かる！

のぼり旗 チラシ講演会実施

（従来）
各企業や市町が各々が
独自で取り組んでいるため

広報は限定的・・・

統一したスローガン で
効率的・効果的な広報を目指そう！
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R5年度
野菜を使った餃子
レシピコンテスト
・応募期間 R5.8.31~10.31

静岡県×にしはらグループ

R4年度
第一弾野菜マシマシプロジェクト
・ 野菜マシマシ餃子の開発
・ 自動販売機での販売

静岡県＆味の素
＆菊川市農家 㐂商店

HOT SALADA FARMR5.9.30～10.22

金土日祝日限定
オープン
（菊川市半済885-

8）

R5.10.2～6、
10.10～13

ホットサラダフェア

＠県庁東館
16階食堂
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静岡県 × SSK × SBS

R5.8.28
オープニング
セレモニー

対象商品購入で、
野菜セット
プレゼント！

キューピー × 静岡県

県庁食堂でドレッシングを使用
したサラダ、「野菜マシマシ麺」
を提供

R5.8.21～
9.1
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第4次静岡県食育推進計画の目指す姿
静岡県職食育の目指すもの

「食を通して人をはぐくむ」
スローガン

「０歳から始まるふじのくに食育」


